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11
月
期
支
給
の
重
度
心
身
障
害

者
介
護
手
当
は
、
11
月
26
日
(月)
に

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
個
人
あ

て
の
通
知
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※
在
宅
高
齢
者
介
護
手
当
と
は
支

給
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

福
祉
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
６
１

11
月
期
支
給
の
障
害
者(

児)

更
生

援
護
補
助
金
は
、
11
月
26
日
(月)
に

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
個
人
あ

て
の
通
知
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

福
祉
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
６
１

兵
庫
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済

制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
に
、

平
成
19
年
度
第
２
期
（
平
成
19
年

８
〜
11
月
分
）
の
心
身
障
害
者
扶

養
共
済
掛
金
に
対
す
る
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。
申
請
期
間
内
に
必

要
書
類
を
添
付
し
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間

12
月
３
日
(月)
〜
10
日
(月)

▼
必
要
書
類

掛
金
の
領
収
証

（
平
成
19
年
８
〜
11
月
分
）、
振
込

先
金
融
機
関
の
確
認
で
き
る
も
の

（
郵
便
局
以
外
）、
印
鑑
（
朱
肉
を

使
用
す
る
も
の
）、
兵
庫
県
心
身

障
害
者
扶
養
共
済
制
度
加
入
証
書

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
請
窓
口

福
祉
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
６
１

障
害
者
基
本
法
に
お
い
て
、
障

害
や
障
害
者
に
対
す
る
国
民
の
関

心
と
理
解
を
深
め
、
障
害
者
の
自

立
と
社
会
参
加
へ
の
意
欲
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
12

月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
の
１
週
間

を
「
障
害
者
週
間
」
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

毎
年
こ
の
週
間
に
、
各
地
で
声

か
け
運
動
な
ど
の
普
及
啓
発
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

目
や
耳
の
不
自
由
な
人
や
車
い

す
を
使
用
し
て
い
る
人
が
公
共
の

場
で
困
っ
て
い
た
ら
、
積
極
的
に

声
か
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

福
祉
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
６
１

保
育
所
に
通
所
さ
れ
て
い
る
児

童
の
保
育
園
保
育
料
（
以
下
保
育

料
）
は
、
毎
月
月
末
が
納
期
限
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
納
期
限
を

守
っ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
便
利
な
口
座
振
替
制
度
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

◎
保
育
料
を
納
め
な
い
と
…

保
育
料
を
滞
納
さ
れ
督
促
の
後
、

一
定
期
間
を
経
過
し
て
も
納
付
が

な
い
場
合
は
、
納
入
世
帯
と
滞
納

世
帯
の
不
公
平
感
の
是
正
に
努
め

る
た
め
、
納
付
義
務
者
の
方
の
給

与
支
払
状
況
や
、
銀
行
口
座
の
状

況
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
結
果
、
保
育
料
に
充
て
る

財
産
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か

に
滞
納
処
分
（
差
押
・
換
価
・
配

当
）
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

◎
本
年
度
滞
納
処
分
実
績

（
10
月
末
現
在
）

銀
行
債
権
差
押
　
の
べ
９
件
（
過

年
度
分
含
む
）

不
動
産
参
加
差
押
　
１
件

▼
問
い
合
わ
せ

福
祉
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
６
２

▼
問
い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ
　
1
０
７
９（
４
３
５
）２
５
８
１
 

▼
問
い
合
わ
せ
　
加
古
川
社
会
保
険
事
務
所
　
1
０
７
９
（
４
２
７
）
４
５
１
１
 

　
　
　
　
　
　
　
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w
.sia.go.jp/

届
い
て
い
ま
す
か 

新
し
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証 

「
安
心
」
は
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
か
ら
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国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
が
、
12
月
１
日
(土)
か
ら
新
し
い
被
保

険
者
証
（
一
般
…
う
す
紫
色
、
退
職
者
…
灰
色
）
に
変
わ
り
ま
し
た
。

医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
は
、
必
ず
窓
口
で
新
し
い
被
保
険
者
証
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
11
月
中
旬
以
降
に
加
入
世
帯
に
郵
送
し
ま

し
た
が
、
ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
や
通
知
書
が
届
い
た
方
は
、
保
険
年

金
グ
ル
ー
プ
で
手
続
が
必
要
で
す
。

古
い
被
保
険
者
証
は
、
悪
用
防
止
の
た
め
、
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ
あ

る
い
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ま
で
返
還
し
て
い
た
だ
く
か
、
細
か

く
裁
断
す
る
な
ど
し
て
、
各
自
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
開
始
年

齢
で
あ
る
65
歳
時
の
平
均
余
命
（
平

成
18
年
）
は
、
男
性
が
18
・
45
年
、

女
性
が
23
・
44
年
と
な
っ
て
い
ま

す
。
長
寿
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す

が
、
老
後
に
自
分
が
ど
れ
く
ら
い

生
き
る
か
は
、
あ
ら
か
じ
め
知
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
長
い
老
後
生
活
の
保
障

を
、
自
分
の
子
ど
も
に
頼
る
だ
け

で
は
万
全
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
貯

蓄
な
ど
で
備
え
る
こ
と
も
大
切
で

す
が
、
将
来
の
社
会
経
済
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
、
ど
れ
く
ら
い

の
備
え
が
必
要
な
の
か
は
、
誰
に

も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
老
後
の
生
活
を
、

社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
が
国

民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
制
度
で

す
。
し
か
も
、
国
民
年
金
は
老
齢

年
金
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
け

が
で
障
害
が
残
り
、
働
け
な
く
な

っ
た
と
き
の
障
害
年
金
や
、
万
一

亡
く
な
ら
れ
た
と
き
の
遺
族
年
金

（
子
ど
も
が
い
る
場
合
）
も
あ
り

ま
す
。

国
民
生
活
基
礎
調
査
に
よ
れ
ば
、

平
成
17
年
の
高
齢
者
世
帯
の
年
間

所
得
は
301
万
９
千
円
で
、
そ
の
う

ち
「
公
的
年
金
・
恩
給
」
が
211
万

９
千
円
、「
仕
送
り
等
」
が
17
万

２
千
円
と
な
っ
て
お
り
、「
公
的

年
金
・
恩
給
」
が
所
得
の
７
割
を

占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
的
年
金
・
恩
給
を
受

給
し
て
い
る
高
齢
者
世
帯
の
中
で
、

「
公
的
年
金
・
恩
給
の
総
所
得
に

占
め
る
割
合
が
100
％
の
世
帯
」
は

59
・
9
％
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢

者
の
生
活
を
担
う
公
的
年
金
の
役

割
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料

を
納
付
し
な
け
れ
ば
、
年
金
制
度

の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
す
べ
て
は
、
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

年
金
の
こ
と
、
も
っ
と
詳
し
く

知
り
た
い
方
は
、
社
会
保
険
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事

務
所
に
も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

平成19年度播磨町スポーツ賞表彰
各賞への推薦をお願いします

播磨町では、各種スポーツで優秀な成績を収めた選手及
び指導者や、スポーツ振興に功績があった者に表彰を行っ
ています。対象者は原則的に、その年度中の成績とします。
●スポーツ功労賞
・本町スポーツ振興に著しく功績のあった者
・本町にあって多年スポーツ指導に精励し功績のあった者
●スポーツ勲功賞
・スポーツ優秀選手賞を受賞させた指導者
●スポーツ優秀選手賞
・特別賞は、優秀賞に該当する成績を収めたものの中から
特に成績顕著な者

・優秀賞は、スポーツ競技に特に優秀な成績を収めた者
・奨励賞は、スポーツ競技に優秀な成績を収めた者
s推薦方法 12月21日(金)までに、スポーツクラブ21は
りま及び播磨町教育委員会に備え付けの「播磨町スポー
ツ賞推薦書」に必要事項を記入のうえ提出してください。

s問い合わせ・推薦書受付 生涯学習グループ　
1０７９（４３５）０５６５
6０７９（４３７）４１９３

長
い
老
後
の
生
活
保
障
は

公
的
年
金
で

高
齢
者
世
帯
の
所
得
の
７
割

が
公
的
年
金
・
恩
給

現
役
時
代
か
ら
老
後
ま
で
長
期
の
間
に
は
、
予
測
不
可
能
な
こ
と
が
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は
、
誰
に
と
っ
て
も
や

が
て
訪
れ
る
老
後
の
生
活
保
障
の
不
確
定
要
因
を
解
消
す
る
第
一
の
方
法

で
す
。

▲写っている方に画像データを差し
あげます。企画グループへお電話を。

■役場・教育委員会 
　1079（435）0355　○F（435）3398 
■健康いきいきセンター 
　1079（435）5578　○F（435）5140 
■福祉しあわせセンター 
　1079（435）1712　○F（436）5610 
■デイサービスセンター 
　1079（437）6155　○F（437）0065 
■加古川総合保健センター 
　1079（429）2923　○F（429）6300 
■播磨ふれあいの家 
　1079（678）1481　○F （678）1482

 
 

加古川市 

稲美町 

播磨町 

件 数 傷 者 死者 

2023 

249 

191

（－41） 

（－6） 

（－5） 

平成19年10月末現在 
昨年比 

2402 

320 

216

（－95） 

（+9） 

（－15） 

2 

2 

2

（－11） 

（＋2） 

（＋2） 

「
声
か
け
」
で
　
ふ
せ
ご
う 

　  

空
き
巣
や
　
ひ
っ
た
く
り 

9月の町内犯罪発生件数　47件 
（前月比 －６件） 

 空き巣  1 
出店荒らし 1 
金庫破り  1 
自動車盗  3 
オートバイ盗 2 
自転車盗  10 
ひったくり 2 
車上ねらいなど 4 
色情ねらい 1 
万引き  2 
暴行  4 
傷害  3 
脅迫  1 
占有離脱物横領 1 
住居侵入  1 
器物損壊  8 
その他  2
平成19年犯罪累計498件 

種　別 

おくやみ 【10・11月届出分】

氏　名（敬称略）

森井　雅子

町　名

（宮西）

年齢

80

重
度
心
身
障
害
者
介
護
手
当

の
振
り
込
み

保
育
料
は
納
期
限
ま
で
に
納

付
し
ま
し
ょ
う

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
掛
金

補
助
金
の
交
付
申
請

障
害
者(

児)

更
生
援
護
補
助

金
の
振
り
込
み 福

祉

ご
存
じ
で
す
か
？

「
障
害
者
週
間
」

子
育
て
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災
害
応
急
対
策
活
動
、
救
急
活

動
の
迅
速
な
対
応
の
た
め
に
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
臨
時
離
着
陸
場
を
播
磨

町
内
に
２
ヵ
所
指
定
し
て
い
ま
す
。

へ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離
着
陸
時
に
は
、

騒
音
な
ど
が
発
生
し
ま
す
が
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
離
着
陸
場
所

望
海
公
園
・
秋

ヶ
池
運
動
場

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

健
康
安
全
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
７
２
１

平
成
19
年
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

本
年
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け

て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
統
計

法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
本
年
よ
り
調
査
事
項
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

企
画
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
０
３
５
６

▼
日
時

毎
週
水
曜
日

午
前
10
時
50
分
〜
11
時
５
分

▼
場
所

加
古
川
健
康
福
祉
事
務

所
裏
庭
（
印
鑑
持
参
）

▼
引
取
手
数
料

千
700
円
（
生
後

91
日
以
上
は
１
匹
、
生
後
90
日
以

内
は
１
回
に
つ
き
10
匹
ま
で
）

※
時
間
は
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

兵
庫
県
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
三
木
支
所

1
０
７
９
（
４
８
４
）
３
０
５
０

▼
日
時

12
月
３
日
(月)

午
前
９
時
〜
11
時

▼
場
所

健
康
安
全
グ
ル
ー
プ

▼
引
取
手
数
料

千
700
円
（
生
後

91
日
以
上
は
１
匹
、
生
後
90
日
以

内
は
１
回
に
つ
き
10
匹
ま
で
）

※
前
記
以
外
の
日
時
で
は
、
引
き

取
り
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

健
康
安
全
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
７
２
１

「
交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
し
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
遭
い
、
警
察
や

検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が

そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
」

こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方

の
た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を

有
す
る
一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く

じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員

が
、
検
察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な

か
っ
た
こ
と
の
善
し
悪
し
を
審
査

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

神
戸
地
方
裁
判

所
姫
路
支
部
内
姫
路
検
察
審
査
会

事
務
局

1
０
７
９
（
２
２
３
）
２
７
２
１

〒
６
７
０
‐
０
９
４
７
　
姫
路
市

北
条
１
丁
目
250
番
地

播
磨
町
な
ら
び
に
播
磨
町
商
工

会
で
は
、
新
年
の
交
礼
会
を
次
の

通
り
開
催
し
ま
す
。
地
域
の
皆
さ

ん
の
自
由
な
参
加
に
よ
る
交
礼
会

で
す
。

▼
日
時

１
月
４
日
(金)

正
午
〜
午
後
１
時

▼
場
所

健
康
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

▼
会
費

２
千
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

参
加
希
望
の
方
は
、
12
月
14
日

(金)
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

播
磨
町
商
工
会

1
０
７
９
（
４
３
５
）
１
６
３
０

毎
年
恒
例
の
花
作
り
講
習
会
で

す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

12
月
６
日
(木)

午
後
１
時
30
分
〜
約
２
時
間

▼
場
所

役
場
第
１
庁
舎
３
階
□

Ｂ
Ｃ
会
議
室

▼
講
師

藤
岡
作
太
郎
氏

〔
(財)
兵
庫
県
園
芸
・
公
園
協
会
〕

▼
参
加
費

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

住
民
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
６
４

▼
日
時

12
月
９
日
(日)

午
前
８

時
Ｊ
Ｒ
土
山
駅
集
合

▼
行
程

姫
新
線
播
磨
高
岡
駅→

鬢
櫛
山

び
ん
ぐ
し
や
ま→

苫
編
山

と
ま
み
や
ま→

本
徳
寺→

英

賀
保
駅
　
交
通
費
960
円

▼
問
い
合
わ
せ

柳
瀬
博
宅

1
０
７
８
（
９
４
２
）
９
２
７
３
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メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
！

み
ん
な
で
参
加
し
て
楽
し
い
ク

リ
ス
マ
ス
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

12
月
17
日
(月)

午
前
10
時
〜
11
時
15
分

▼
対
象

就
園
前
の
親
子

▼
定
員

先
着
80
組

▼
参
加
費

プ
レ
ゼ
ン
ト
代

子
ど
も
一
人
100
円

▼
場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ

12
月
３
日
(月)
よ
り
受
け
付
け

ま
す
。
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

北
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

1
０
７
８
（
９
４
４
）
０
７
１
７

※
駐
車
場
が
少
な
い
の
で
、
徒
歩

か
自
転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

12
月
17
日
(月)

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
15
分

▼
対
象

就
園
前
の
親
子

▼
定
員

先
着
50
組

▼
参
加
費

プ
レ
ゼ
ン
ト
代

子
ど
も
一
人
100
円

▼
場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ

12
月
３
日
(月)
よ
り
受
け
付
け

ま
す
。
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

南
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

1
０
７
９
（
４
３
７
）
４
１
８
８

前
回
好
評
に
つ
き
、
追
加
で

「
離
乳
食
」
の
お
話
で
す
。
今
回

は
、
個
別
相
談
も
し
ま
す
の
で
、

有
無
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

12
月
12
日
(水)

午
前
10
時
〜
正
午

▼
講
師

馬
場
真
弓
先
生

▼
対
象

０
歳
児
の
親
子

▼
定
員

先
着
30
組

▼
場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ

12
月
３
日
(月)
よ
り
受
け
付
け

ま
す
。

南
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

1
０
７
９
（
４
３
７
）
４
１
８
８

年
末
は
12
月
28
日

（金）
ま
で

年
始
は
１
月
４
日

（金）
か
ら

た
だ
し
、
死
亡
届
け
、
出
生
届

け
な
ど
の
届
出
や
水
道
管
の
漏
水

な
ど
緊
急
を
要
す
る
こ
と
は
、
宿

直
者
が
受
け
付
け
ま
す
。
役
場
第

１
庁
舎
、
公
民
館
側
の
通
路
か
ら

お
入
り
く
だ
さ
い
。

年
内
の
し
尿
臨
時
汲
み
取
り
の

受
け
付
け
は
平
成
19
年
12
月
28
日

(金)
正
午
ま
で
で
す
。
そ
れ
以
降
に

受
け
付
け
た
場
合
は
平
成
20
年
１

月
７
日
(月)
以
降
の
汲
み
取
り
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

便
槽
の
容
量
が
小
さ
な
お
宅
で
、

年
末
年
始
の
来
客
な
ど
に
よ
り
、

い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る

場
合
は
、
事
前
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
安
全
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
７
２
１

播
磨
町
消
防
団
で
は
、
年
末
防

火
運
動
に
合
わ
せ
、
12
月
26
日
(水)

か
ら
12
月
31
日
(月)
ま
で
の
間
、
夜

間
に
各
分
団
詰
所
を
拠
点
に
年
末

特
別
警
戒
を
実
施
し
、
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
通
じ
て
「
火
の
用

心
」
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

健
康
安
全
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
７
２
１

北
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

親
子
ふ
れ
あ
い
講
座

ニ
コ
ニ
コ
の
森
ク
リ
ス
マ
ス
会

播
磨
町
消
費
者
協
会

消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー
「
年
末
か
ら

新
春
に
む
け
た
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
」

南
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

わ
く
わ
く
の
森
ク
リ
ス
マ
ス
会

０
歳
児
お
や
こ
講
座

「
よ
ち
よ
ち
」

第
７
回
目
「
離
乳
食
」

年
末
年
始
役
場
の
業
務

く
ら
し

年
末
年
始
の
し
尿
汲
み
取
り

業
務
に
つ
い
て

播
磨
町
消
防
団

消
防
団
年
末
特
別
警
戒

病後児保育をご利用ください
病後児保育とは、子どもが病気にかかり、急性期を過

ぎて回復期に入った時、病後児保育室でその子の生活リ
ズムや体調に合わせて、ゆったりと過ごすことで、無理
なく体力を取り戻せるという子どもの立場に立った保育
です。
※利用は事前登録が必要です。
s対象児童 利用可能な子どもは原則、次のすべてに該
当する子どもです。

・町内在住で生後57日以降から小学校就学前の子ども
・病気の回復途中で、医療機関で入院するほどではない
が、安静にする必要があり、集団保育が困難な子ども

・保護者の就労、ケガ、病気、出産、冠婚葬祭などのた
め、家庭で保育が困難な子ども

s実施施設 播磨中央保育園
s利用日 月～金曜日（土・日、祝日及び12月29日～1
月3日は休みです）

s利用時間 午前8時30分～午後6時
s定員 1日4人（原則、先着順。症状によっては利用を
お断りする場合があります）

s利用料
・播磨中央保育園以外の保育園、幼稚園に在籍、または
在宅の子ども　1日あたり500円（食事代300円を含む）

・播磨中央保育園に在籍の子ども　1日あたり200円
s登録・問い合わせ

福祉グループ　1０７９（４３５）２３６２
播磨中央保育園　1０７９（４３５）２４５５

犬
の
引
き
取
り

猫
の
引
き
取
り

検
察
審
査
会
を
ご
存
じ
で
す
か

催

し

新
年
交
礼
会

播
磨
町
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

ハ
イ
キ
ン
グ

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
臨
時
離
着
陸
場

し尿処理手数料の請求・納付方法の変更について
平成20年1月から播磨町の電子計算機システムの変更を

実施します。それに伴い、平成20年1月請求から請求方法
及び納付方法を変更させていただきますので、ご理解ご協
力をお願いします。
変更1．請求方法 2ヵ月分奇数月請求から1ヵ月分の毎月
請求になります。
u従量制の場合
・平成19年10、11、12月汲取り分を平成20年1月に請求
・平成20年1月汲取り分を平成20年2月に請求
・平成20年2月汲取り分を平成20年3月に請求
u人頭制の場合
・平成19年12月汲取り分を平成20年1月に請求
・平成20年 1 月汲取り分を平成20年2月に請求
・平成20年 2 月汲取り分を平成20年3月に請求
以後、従量制・人頭制とも汲み取り月の翌月に請求書を

送付します。
変更2．納付方法 納付組合(集金人)による納付方法は廃
止になります。金融機関での口座振替もしくは金融機関窓
口での納付をお願いします。
s問い合わせ 健康安全グループ
1０７９（４３５）２７２１

重点1  飲酒運転の根絶　　重点2  こどもと高齢者の交通事故防止
重点3  夕暮れどきと交差点での交通事故防止 兵庫県交通安全対策委員会

「年末の交通事故防止運動」
12月１日(土)～10日(月)
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土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
午
後
、

誰
で
も
す
ぐ
に
古
代
体
験
が
で
き

ま
す
。
当
日
の
午
後
１
時
か
ら
２

時
ま
で
の
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

12
月
１
日
(土)
、
２
日
(日)
、

８
日
(土)
、
９
日
(日)
、
15
日
(土)
、
16

日
(日)
、
22
日
(土)

【
ま
が
玉
作
り
】

白
く
柔
ら
か
い
石
を
使
っ
て
、

古
代
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
「
ま
が
玉
」

を
作
り
ま
す
。

▼
費
用

250
円

【
土
器
作
り
】

粘
土
１

で
土
器
を
作
り
ま
す
。

作
っ
た
土
器
は
約
１
〜
２
ヵ
月
後

に
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
費
用

300
円

▼
演
題

「
三
木
合
戦
の
抜
け
道
伝
説
」

▼
講
師

船
越
哲
也
氏
（
稲
美
町

教
育
委
員
会
）

▼
日
時

12
月
23
日
(日)

午
前
10
時
〜

▼
場
所

郷
土
資
料
館

▼
申
し
込
み

当
日
受
け
付
け

資
料
館
の
舞
ぎ
り
や
、
持
参
の

舞
ぎ
り
を
使
っ
て
火
お
こ
し
の
認

定
会
を
行
い
ま
す
。
舞
ぎ
り
に
よ

り
発
火
の
楽
し
さ
や
火
種
へ
の
い

と
お
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
発
火
の
感
動
を

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
者

の
皆
さ
ん
に
は
、
自
己
ベ
ス
ト
の

タ
イ
ム
を
記
録
し
ま
す
。
今
ま
で

で
１
番
早
い
記
録
は
、
１
分
21
秒

で
す
。
皆
さ
ん
も
挑
戦
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
日
時

12
月
24
日
(祝)

午
後
１
時
〜
２
時

▼
場
所

大
中
遺
跡
公
園

▼
参
加
費

無
料

▼
定
員

20
組

心
に
し
み
る
土
笛
の
音
。
あ
な

た
だ
け
の
土
笛
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

３
回
参
加
で
き
る
方
が
対
象
で
す
。

▼
日
時

12
月
27
日
(木)
、
28
日
(金)

１
月
27
日
(日)

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
費
用

３
千
500
円

▼
対
象

小
学
生
以
上

▼
定
員

先
着
20
人

▼
申
し
込
み

事
前
に
予
約
が
必

要
で
す
。
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
郷
土
資
料
館
ま
で

大
中
遺
跡
公
園
で
和
凧

わ
だ
こ

を
作
っ

て
凧
揚
げ
を
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

１
月
13
日
(日)

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
費
用

500
円

▼
定
員

10
人

こ
と
ぶ
き
大
学
生
の
勉
学
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ん
に
も
公
開
し
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ

部
門
・
展
示
部
門
が
あ
り
ま
す
。

大
学
生
と
共
に
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

▼
日
時

12
月
５
日
(水)

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
４
時

▼
場
所

中
央
公
民
館
　
大
ホ
ー
ル

▼
入
場
料

無
料

日
常
で
は
筆
を
持
つ
機
会
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
書

道
は
、
今
後
も
大
切
に
受
け
継
い

で
い
き
た
い
も
の
で
す
。
お
友
達

を
誘
っ
て
手
書
き
の
良
さ
や
温
か

さ
を
書
き
初
め
の
つ
ど
い
で
体
感

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日

平
成
20
年
１
月
６
日
(日)

▼
場
所

中
央
公
民
館
　
大
ホ
ー
ル

▼
対
象

町
内
小
学
生

▼
持
ち
物

書
道
用
具
、
練
習
用
紙

▼
講
師

籠
谷
一
丘
氏

▼
展
示
期
間

平
成
20
年
１
月
７
日
(月)
〜
19
日
(土)

▼
賞

学
年
毎
に
金
・
銀
・
銅
賞

を
贈
り
ま
す

▼
参
加
費

無
料

▼
申
し
込
み

当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館

キ
ロ
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▼
日
時

12
月
15
日
(土)

午
後
２

時
開
演
（
１
時
30
分
開
場
）

▼
場
所

健
康
い
き
い
き
セ
ン
タ

ー
３
階
ホ
ー
ル

▼
入
場
料

当
日
千
100
円
（
前
売

り
チ
ケ
ッ
ト
千
円
、
優
先
入
場
）

▼
前
売
り
販
売
所

中
央
公
民
館
、

カ
ン
キ
カ
メ
ラ
、
明
光
カ
メ
ラ

▼
問
い
合
わ
せ

播
磨
・
県
民
交
流
広
場
協
議
会

1
6
０
７
９
（
４
３
６
）
０
４
６
２

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
生
ク
リ
ー

ム
仕
立
て
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時

12
月
23
日
(日)

午
前
９
時
〜
正
午

▼
場
所

中
央
公
民
館
料
理
教
室

▼
対
象

小
学
３
年
生
〜
中
学
３

年
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒

▼
定
員

先
着
20
人

▼
参
加
費

500
円

▼
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
18

の

ケ
ー
キ
を
乗
せ
る
皿
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
（
手
提
げ
か
ば
ん
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

播
磨
・
県
民
交
流
広
場
協
議
会

1
6
０
７
９
（
４
３
６
）
０
４
６
２

セ
ン
チ

子
ど
も
が
大
好
き
な
タ
オ
ル
な

ど
を
使
っ
て
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び

で
「
愛
の
心
」
を
伝
え
る
方
法
を

学
び
ま
せ
ん
か
。
親
子
で
元
気
な

笑
顔
の
思
い
出
を
増
や
し
ま
し
ょ

う
。

▼
日
時

12
月
12
日
(水)

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所

中
央
公
民
館
　
大
ホ
ー

ル▼
講
師

勝
木
洋
子
氏
（
姫
路
工

業
大
学
環
境
人
間
学
部
教
授
）

▼
対
象

０
歳
〜
就
園
前
の
子
と

保
護
者
（
第
２
子
は
親
の
そ
ば
で

見
守
り
託
児
を
し
ま
す
）

▼
持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル
、
タ
オ

ル
、
動
き
や
す
い
服
装

※
参
加
費
無
料
、
申
し
込
み
不
要

で
す
。
当
日
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

心
そ
だ
ち
場
楽

習
隊
　
守
田
連
雲
子
宅

1
０
７
９
（
４
３
５
）
１
８
２
８

人
生
の
先
輩
と
し
て
日
々
感
じ

ら
れ
て
い
る
こ
と
や
思
い
を
お
手

紙
形
式
で
書
い
て
い
た
だ
け
ま
せ

ん
か
。
多
く
の
方
々
か
ら
の
「
愛

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
手
紙
の
対
象
者

中
高
生
な
ど

20
歳
位
ま
で
の
方
宛

▼
題
名

「
孫
へ
の
願
い
」
副
題

を
付
け
て
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま

せ
ん

▼
文
字
数

400
字
詰
め
原
稿
用
紙

１
枚
前
後
（
記
入
用
紙
は
自
由
で

す
）

▼
締
め
切
り

12
月
20
日
(木)

▼
応
募
方
法

原
稿
と
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

①
封
筒
に
「
孫
へ
の
願
い
」
と
記

し
、
中
央
公
民
館
ま
た
は
コ
ミ
セ

ン
へ
持
参
す
る
　
②
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
心

そ
だ
ち
場
楽
習
隊
塾

塾
長
宅
に

送
信
す
る

守
田
連
雲
子
宅

6
０
７
９
（
４
３
５
）
１
８
２
８

▼
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館

心
そ
だ
ち
場
楽
習
隊
塾

副
塾
長
　
下
垣
俊
子

1
０
７
９
（
４
３
７
）
６
９
８
０

塾
長
守
田
連
雲
子
宅

1
０
７
９
（
４
３
５
）
１
８
２
８

心
そ
だ
ち
場
楽
習
隊
塾

勝
木
洋
子
先
生
と
タ
オ
ル
で

遊
ぼ
う

播
磨
・
県
民
交
流
広
場
協
議
会

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り

「
寿
世
代
」
か
ら
の
手
紙

原
稿
を
募
集
し
ま
す

t
愛
情
の
伝
え
方
な
ど

興
味
深
い
話
に
聞
き
入
る
参
加
者

12月の休館日
3日、10日、17日、
25日、29日～31日

郷 土
資料館
1079（435）5000
6079（436）0135

プ
チ
古
代
体
験

舞
ぎ
り
記
録
会

第
84
回
歴
史
講
座

オ
カ
リ
ナ
を
作
ろ
う

和
凧
を
作
ろ
う

12月の休館日
16日（日）

29日（土）～31（月）

中 央
公民館
1079(437)6980
6079(435)5735

こ
と
ぶ
き
大
学
「
第
11
回
大

学
祭
開
催
」

学 年 

1年生 

2年生 

3年生 

4年生 

5年生 

6年生 

課題文字 

ふ　じ 

はつひ 

おとし玉 

天下太平 

新春の富士 

松竹梅宝舟 

時　間 

午前10時30分～ 
　　11時30分 

午前9時～10時 

用 紙 

半紙 

半切 
1/4

心そだち場楽習隊塾活動報告
「子育ての心」永原先生の講演を聴いて
「子育ての心」についてマナ助産院の永原先生にお話いただき、また
参加者から多くの問いにも答えていただきました。
参加者の声
『自分の心に愛情をいっぱいにすること、また子どもに愛情を伝える
方法など、親として考えさせられることが多くある講演でした。1番心
に残っているのは、親は子どもに生き方を示さなければならないという
ことです。親が当たり前のようにしていることは、良いことも悪いこと
も同じようにすると思います。親は、子どもに人間として大きな背中を
みせてあげるということが、大切なことだと思います。父親として、見
られて恥ずかしくない背中でありたいし、見てもらえる大きな背中であ
りたいと思いました』（大西 恒毅さん）
永原先生のお話は、心をこめて使った言葉は返って来るし、愛情は一
生懸命出せば返って来ます。自分がもらったもの（愛情）は自然に出る
がそれ以上のものを出そうと思うとエネルギーがいります。お母さんが
変われば子どもはかわります。かけた愛情はむくわれますが愛情が伝わ
らないことがあります。だから学ばないといけないのです。何故子ども
にお父さん、お母さんの愛情が伝わらないのか。色々な機会を得て学ん
でくださいとのメッセージでした。

播
磨
・
県
民
交
流
広
場
協
議
会

広
場
コ
ン
サ
ー
ト

新
春
書
き
初
め
の
つ
ど
い

参
加
者
募
集

t▲去年の大学祭の様子




